
市長定例記者会見資料 

  平成２９年１０月２日  

部 課 名 経済産業部 商工振興課 農林課 電 話 ２２－８２２３ 

課   長 商工振興課 磯部  農林課 中村 担 当 者 商工振興課 辻  農林課 吉木 

やまぐち総合ビジネスメッセ やまぐち総合ビジネスメッセ やまぐち総合ビジネスメッセ やまぐち総合ビジネスメッセ 

～「水素エネルギー展」＆「６次産業化・農商工連携フェスタ」の開催～ 

 

山口県の商工施策を総合的に普及啓発するとともに、県内の企業の情報発信と企業間取

引の活性化、県内雇用の促進等を目的として、産学公金が一体となる総合産業イベント「や

まぐち総合ビジネスメッセ」を周南市で開催します。 

 さらに、周南市開催という特色を出すため、「水素エネルギー展」を同時開催するほか、

昨年度好評だった「６次産業化・農商工連携フェスタ」も引き続き開催します。 

 

１．日  時 

平成２９年１０月２８日（土） １０：００～１６：００ 

 

２．場  所 

 キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター 

 

３．内  容 

 【やまぐち総合ビジネスメッセ】 

・企業の優れた技術・製品の展示、商談会、講演会など 

  

【水素エネルギー展】 

※別紙 水素エネルギー展概要参照 

 

 【６次産業化・農商工連携フェスタ】 

・農林水産物の販売、道の駅マルシェ 

 しゅうなんブランド・周南ものづくりブランド・県内外の道の駅による出展販売 

・親子でそば打ち体験や、バイヤーによる商品アドバイス、もちまき 

・屋外テントにて、鹿野高原豚の無料配布、おさかなタッチングプール等 

 

４．お問い合わせ 

  やまぐち総合ビジネスメッセ 実行委員会事務局（山口県商政課）℡083-933-3110 

  水素エネルギー展 周南市商工振興課企業活動戦略室 ℡0834-22-8223 

  ６次産業化・農商工連携フェスタ 周南市農林課 ℡0834-22-8369 

 

＜平成 28年度実績＞ 

開催日：平成 28年 10月 28日（金） 

29日（土） 

展示会：157社参加 

来場者：約 10,000人（2日間） 



別紙 
 

水素エネルギー展概要 水素エネルギー展概要 水素エネルギー展概要 水素エネルギー展概要 

 

日 程 平成２９年１０月２８日（土）１０時～１６時 

             

会 場 キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター メインアリーナほか 

 

目 的 

 来たるべき水素社会を担う子どもたちに、エネルギーとしての水素に親しんでもらうとと

もに、市内で導入されている水素利活用機器の展示等を通して、水素をエネルギーとして活

用する未来が目の前まで来ていることを実感してもらう。 

 

概 要 

【メインアリーナ】（１０時～１６時） 

◎小学生を対象とした科学実験教室◎小学生を対象とした科学実験教室◎小学生を対象とした科学実験教室◎小学生を対象とした科学実験教室（１回１０分～１５分程度、随時開催）    

  ●子ども水素教室（岩谷産業株式会社） 

 

   「燃料電池を作ろう」というテーマで水素に関する科学実験を実施。 

   塩水に電気を流して水素が発生する様子や、そこから発電する様子を実験し、エネル 

ギーとしての水素に親しんでもらう。 

 

  ●子ども科学実験教室（株式会社トクヤマ・東ソー株式会社） 

   偏光板を使った万華鏡作成や、ペースト塩ビを使った消しゴム作成実験を実施。 

   自社製品に関する実験により、科学への興味・関心や、地元企業への興味・関心を深 

   めてもらう。 

   

◎ヴァーチャルリアリティ水素体験（※国内初公開）◎ヴァーチャルリアリティ水素体験（※国内初公開）◎ヴァーチャルリアリティ水素体験（※国内初公開）◎ヴァーチャルリアリティ水素体験（※国内初公開）（１回１０分程度、随時開催）    

●ＶＲゴーグルを活用した３６０度の映像体験（株式会社東芝） 

２０１７年アスタナ国際万博で好評を博した体験型展示。 

  ＶＲゴーグルを装着し、自身が太陽光から水素へと変わり、エネルギーとして様々な場

所で活用されることを体感できる。 

    

 ◎水素技術開発ポスターセッション ◎水素技術開発ポスターセッション ◎水素技術開発ポスターセッション ◎水素技術開発ポスターセッション 

●県内企業等による最新の水素関連技術の紹介 

水素に関する研究や技術をポスターセッションにより公開。県内企業の水素関連の研究

開発をＰＲし、地元企業への興味・関心を深めてもらう。 

＜展示予定者＞（順不同） 

株式会社トクヤマ、長州産業株式会社、長府工産株式会社、株式会社松田鉄工所、徳機

電設株式会社、山口大学 ほか全８者 
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◎燃料電池自動車（ＦＣＶ）からの外部給電デモ ◎燃料電池自動車（ＦＣＶ）からの外部給電デモ ◎燃料電池自動車（ＦＣＶ）からの外部給電デモ ◎燃料電池自動車（ＦＣＶ）からの外部給電デモ 

水素を燃料として走るＦＣＶから電気を取り出し、電化製品等に給電を行う。 

大量の電気を安定的に供給できることから、災害時やイベント等での活用が想定される。

今回のイベントではホンダのクラリティの展示と同時に、アリーナ内の科学実験の電気

等に給電する。 

 

【カルチャールーム】（１０時～１２時） 

◎水素エネルギーシンポジウム in周南 ◎水素エネルギーシンポジウム in周南 ◎水素エネルギーシンポジウム in周南 ◎水素エネルギーシンポジウム in周南 ～水素と再生可能エネルギーを利用した地域づくり～ ～水素と再生可能エネルギーを利用した地域づくり～ ～水素と再生可能エネルギーを利用した地域づくり～ ～水素と再生可能エネルギーを利用した地域づくり～ 

  【講 演】 

   ①（仮）「水素・再生可能エネルギーの大量導入に向けた施策・戦略」 

講師 東京大学大学院 教授 江﨑 浩 氏 

   ②（仮）「水素利用スマート防災エコタウン」 

講師 積水ハウス株式会社 環境部長兼温暖化防止研究所長 石田 建一 氏 

  【パネルディスカッション】 

  コーディネーター 山口大学大学院 教授 稲葉 和也 氏 

  パネリスト 株式会社谷グリーンエネルギー研究所 代表取締役 谷 義勝 氏 

        東京大学大学院 教授 江﨑 浩 氏 

   積水ハウス株式会社 環境部長兼温暖化防止研究所長 石田 建一 氏 

 

                               

【イベント会場内】 

 ◎最新の水素利活用機器展示◎最新の水素利活用機器展示◎最新の水素利活用機器展示◎最新の水素利活用機器展示 

●Ｈ２Ｏｎｅモバイル（株式会社東芝）（※西日本で初展示）（※西日本で初展示）（※西日本で初展示）（※西日本で初展示） 

   自立型エネルギー供給システムであるＨ２Ｏｎｅの車載型モデル。自走で移動するこ

とができ、移動先で地産地消のエネルギー供給を行う。水素を「つくる号」と「つか

う号」の２台で構成されており、今回展示されるのは「つかう号」。 

    

●燃料電池ごみ収集車 

 環境省の委託を受けて民間事業者が開発した、純水素を燃料にするごみ収集車。 

日本で１台しかなく、１年にわたり周南市内で実際にごみ収集業務を行っている。 

    

●燃料電池自動車 

 現在市で導入しているトヨタのＭＩＲＡＩとホンダのクラリティの２台を展示。 

 加えて、ＭＩＲＡＩについては試乗会も実施。（山口トヨタ自動車株式会社協力） 

    

●燃料電池フォークリフト 

 現在市で導入し、周南市地方卸売市場で実際に稼働している車両を展示。 
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＜ＶＲゴーグル＞ ＜Ｈ２Ｏｎｅモバイル＞ 

 

 

＜燃料電池ごみ収集車＞ ＜燃料電池フォークリフト＞ 

 
 

＜ＦＣＶと外部給電器＞  

 

 

 

 

 






